




森・トラ・ペスト・蜃気楼王国等々の用語を駆使し、さまざまな角度から東洋史学を牽引してこられた上田信氏の待望の新著である。上田氏の著作にはおおく 一般書がふくまれるので、それらに親しんだことのある一般読者も少なくないであろう。その研究範囲は一国史的範疇にとどまることなく、一時代的議論に限定される もない。その意味で上田氏の興味関心はゆ やかに大きな広がりをみせている。本書もそのようなグローバルで通時代的な歴史書であるといえる。ただし本書は の副題にみられるとお










































































































一万年程前に氷期が終わると、温暖化が進み、多様な森林が生まれ、人びとは各生態環境に即して成立した文化同士でモノを交換し、必要物資を入手するようになり、交易の時代が始まった。東ユーラシアの新石器時代は前六〇〇〇年頃に開幕し、前三〇〇〇年頃のヒプシサーマル期終了に伴い、文化伝播時代から文化間交流時代へ転換した。この頃、西から齎されたとおぼ い東ユーラシア最古のタカラガイが登場する（前三三〇〇 頃の新石器 上孫家寨遺跡出土） 。その後、二里頭文化第三・四 になると、タカラガイは南シナ海から海上ルートで山東に運ばれ、中原を核とする「タカラガイ好みの文化圏」が生まれた。四川省三星堆遺跡でもタカラガイが出土し、中原と雲南から流入したようであ 。これを「カウリーロード とよぶ。　
第二章。
四通八達の地である雲南では、前漢初期頃に貯












を購入し、代わりに中国に銀が流れた。元朝は商業税の形でその銀を回収し、各地に再分配し、またオルトクに投資された。だが一三二三年 即位した第一〇代イェスン＝テムルは権力基盤が脆弱で ムスリム商人の支持を得るべく彼らの税を減免した結果、元朝中枢をポンプとする銀の大循環は滞った。さらにイェスン＝テムル死後の宮廷内抗争による財政破綻 救うべく、宝鈔（紙幣）が発行され、銀の裏づけのない宝鈔が各地で勝手に印刷され、ハイパーインフレ 陥った。一方、銀価は持続的に向上し、銀価のらなる上昇を見越して銀保有者は ため込み、銀は滞留した。けれども一六世紀前半に日本で石見銀山、一六世紀半ばにボリビアでポトシ銀山 採掘が始まり、前者で灰吹法、後者で水銀アマルガム法が導入され、世界的な銀供給量が増加した結果、銀経済は息を吹き返し 一方 明の朱元璋は銀にたよらない国際的交易の仕組みとして、朝貢メカニズム（中国の皇帝を中心として、朝貢国のあい で儀礼的な序列を形成 、国際的な交流を円滑に行なうメカニズム）を整えた。おり も元朝末期雲南で タカラガイ供給が不足していた 、かかる朝貢により、沖縄産タカラガイが中国内地経由で輸入され（民間対外交易は禁止）雲南貝貨経済は息を吹き返した。








貝貨は消失し、代わりに銅銭が流通するようになる。それ以前にも鋳銭の試みはあったものの、貝貨の存在を理由に中止されてきた。つまり貝貨消失は、銅銭流通によるのではなく、むしろ雲南へのタカラガイの供給減少が原因である。それは、一七世紀にモルディブを掌握したオランダ東インド会社がタカラガイを西洋に搬出し、また沖縄も一六〇九年の島津入りで日本の幕藩体制に組み込まれたことによる。一方、銭は嘉靖三四（一五五五）年以来清代にも、空間的画一性と時系列的一貫性 守るべく鋳造され続けた。ただそれでも地域経済の成長に銅銭 数量は追いつかなかった。また海外貿易・遠隔地交易で銀錠を、地域内で銅銭を用いる中、一六八四年に海上封鎖（台湾 鄭氏政権の財政基盤を奪うのが目的）が解かれ、生糸・陶磁器・茶葉の輸出が増加し 結果、大量の銀が中国 流入し、銭の対銀価格は上昇せざるを得なかった。　
小結。
タカラガイの形状は均一である。また雲南付近で








で少額貨幣の貝貨が確認できる。一八世紀半ばに陶製貨幣に代替されるが、それはモ ディブ産タカラガイが西に流れた時期（上述）と一致し、タイでのタカラガイ供給続性が損なわれたためである。だがタカラガイは ンドシナ半島から雲南のムア （盆地に囲まれた土着的なくに）へも伝播している。　
第七章。
タカラガイは雲南を経由してチベットにも伝播















と各地域の習俗を概述した好著と評せよう。とくに一七世紀以降の雲南を中心とした歴史描写はじつに鮮やかである。また、本書の提唱する「文明の交易史観」は、柄谷行人の「交換様式に基づく世界史構造」論やニクラス・ルーマンのコミュニケーション論をふまえた評者の「交換史観（つながりの歴史学、コミュニケーションヒストリー） 」 とも似た所があり 本書で 「カウリーロード （
cow
rie 
road ） 」が詳細に探索されている点も評者の「 （殷周時代の）
宝貝の道（柿沼二〇一一、 九八頁） 」に関 研究と関連する所があり、ともに評者にとってわかりやすい見方であった。　
加えて、本書が現地調査をふまえた成果である点も特徴














稲田大学の影響もあり、旅から歴史学的知見を得ることが少なくない。たとえば二〇一五年六月に東アジア最大のタカラガイの産地である沖縄県宮古島を訪れた時のこ 。浜辺には様々な貝殼が落ちており、よほど目をこらさないとタカラガイは見つからない。これより、すぐに目に付 ほどタカラガイが図抜けて綺麗なわけで な 点を再認識できた。現地のタカラガイ専門店店長によれば 一時間に数個みつけられればよいほうだとい 。背部 脆弱ゆえ 浜辺に打ち上げられる際に削れるらしく、浜辺に打ち上げれたタカラガイの背部 だいたい穴 あることも確認された。すると、世界各 遺址出土タカラガイ背部 は概して穴が開いている点について、それらは必ずしもすべてが人工的に開けられたものではない可能性が出 る た
だ、自然な開孔は殷周タカラガイ背部の穴（背磨式等）と形状が異なるため、後者はやはり人工的開孔と考えられるようである。こうした点はすべて旅によって得られた評者なりの知見である。その点で、旅を重視する筆者の考えには、評者も強く共感する次第である。　
以上、本書がいかに面白く、各方面に考える種を埋め込
んだ好著であるかを論じた。ただ書評の常として、全く私見を提示しないわけにもいか いので あえて筆者の胸を借りる形で鄙見を提示したい（なお本書に「タカラガイを中国古代の貝貨とする言説は、柿沼氏も指摘するように、漢代に成立したと考えられる」 （七二頁）とある やや不正確で、私 ではその萌芽が戦国時代に溯る み が、こうした瑣末な点には以下こだわらない） 。　
第一。本書は結局「貨幣の条件」として均一性・希少性・











性が高い。むしろ評者 、 「殷周宝貝文化」の消滅と、それを担った人びと 拡散に伴い、戦国時代に やくも中原から各地へ放射線状に宝貝文化が伝播したと推測している。この点は別稿で詳論したい。　
以上論じたように、本書は読者にさまざまな論点を考え
させるきっかけとなる良書である。数点私見を提示はした
が、これらは当然本書の意義をいささかなりとも揺るがすものではない。これを機に本書を手に取る読者が少しでも増え、当該分野の研究の発展を後押しすることができるならば、筆者同様にタカラガイを愛する者として喜びにたえない。
（帝京大学文学部准教授）
